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膜利用型モバイル下水処理施設
東京都市大学 長岡 裕

原水（下水）

処理水
(再利用可）

膜分離ユニットポンプ・ブロアー

生物反応槽

処理システムの概要

・膜分離部：(0.1～0.4μｍ程度）

・滞留時間：６時間程度

・河搬型で工期短縮

・分散型下水道システムの処理場とし
て位置づけ

・処理水を再利用可能

・陸前高田市で実施設が稼動

実施設(ドバイ）

膜ユニットが浸漬


